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年
夏
に
開
催
し
て
い
た
祭
り
を
今

年
は
初
め
て
秋
に
開
催
し
ま
し
た

が
、
台
風
19

号
の
影
響
で
10

月
12

日
に

予
定
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
（
花

火
大
会
の
み
11

月
９
日
に
延
期
）
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
10

月
11

日
の
踊
り

巡
行
や
味
ど
こ
い
商
店
街
屋
台
村
、
見

ど
こ
い
パ
レ
ー
ド
、
み
ど
こ
い
ハ
ン
ヤ

総
踊
り
は
、
予
定
ど
お
り
行
わ
れ
、
多

く
の
参
加
者
と
見
物
客
で
賑
い
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
で
は
、
シ
ー
ク
ィ
ー
ン
を

は
じ
め
、
ア
ク
ネ
大
使
で
タ
レ
ン
ト
の

「
か
な
ぶ
ん
や
」
さ
ん
、
歌
手
の
「
Ｈ

Ａ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ａ
」
さ
ん
、
阿
っ
く

ん
、
ぐ
り
ぶ
ー
、
さ
く
ら
も
オ
ー
プ
ン

カ
ー
？
に
乗
っ
て
登
場
し
ま
し
た
。

ま
た
、
神
村
学
園
吹
奏
楽
部
の
皆
さ

ん
に
よ
る
見
事
な
バ
ト
ン
さ
ば
き
や
一

糸
乱
れ
ぬ
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
沿
道
か

ら
は
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

み
ど
こ
い
ハ
ン
ヤ
総
踊
り
で
は
、
51

団
体
、
２
，
３
０
０
人
を
超
え
る
方
々

が
参
加
し
、
生
演
奏
に
よ
る
ハ
ン
ヤ
節

の
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
存
分
に

踊
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

例 阿
久
根
み
ど
こ
い
祭
り

初
の
秋
開
催

阿久根みどこい祭りフォト特集



3 Akune

月
５
日
、
市
内
各
小
学
校
の
運
動

会
で
、
阿
久
根
の
風
物
詩
と
な
っ

て
い
る
「
華
の
50

歳
組
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

台
風
18

号
の
影
響
で
時
折
、
風
雨
が

吹
き
荒
れ
る
中
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

今
年
50

歳
に
な
る
卒
業
生
は
、
在
校
生

や
大
勢
の
観
客
の
声
援
に
包
ま
れ
、
38

年
ぶ
り
の
懐
か
し
い
母
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
駆
け
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年

は
昭
和
52

年
３
月
に
卒
業
さ
れ
た
388

人

が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
運
動
会
前
日
の
10

月
４
日
に

は
、
市
主
催
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を

開
催
し
、
325

人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
旧
友
と
お
互
い

の
近
況
や
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

な
お
、
本
紙
に
掲
載
し
た
以
外
に
も

多
く
の
写
真
を
阿
久
根
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
調
整
課

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
４

（
直
通
）

10 同
窓
生
と
笑
顔
で
再
会

64
年
目
の
「
華
の
50
歳
組
」

華の50歳組フォト特集

阿久根小の「華の50歳

組」で阿久根中サッカー

部ＯＢの皆さんが、10月

４日、同部の後輩たちに

今後もがんばってもらお

うと、サッカーボール２

個を寄贈されました。

ニュース
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にぎわい交流館阿久根駅情報＆鶴翔高校創立10周年記念特集

月
１
日
、
鶴
翔
高
校
創
立
10

周
年

を
祝
う
記
念
式
典
が
、
多
く
の
来

賓
や
関
係
者
の
方
々
の
ご
出
席
の
も

と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
後
の
記
念
講
演
会
で
は
、
日
本

を
代
表
す
る
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー

ナ
ー
で
、
日
本
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
普
及
協

会
会
長
で
あ
る
岩
崎
由
純
氏
に
よ
る

「
元
気
・
活
気
・
勇
気
を
引
き
だ
す
言

葉
の
力
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
つ

つ
、
失
っ
た
も
の
を
数
え
る
の
で
は
な

く
、
自
分
の
中
に
今
あ
る
も
の
で
ベ
ス

ト
を
尽
く
し
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
、

岩
崎
氏
の
熱
い
思
い
が
会
場
に
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
鶴
翔
高
校
の
旧
職
員
や
多

く
の
同
窓
生
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た

記
念
祝
賀
会
で
は
、
久
し
ぶ
り
の
再
会

を
喜
び
合
い
、
お
互
い
の
絆
を
よ
り
一

層
深
め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
き
日
を
迎
え
、
生
徒
や
保
護

者
、
教
職
員
、
地
域
の
方
々
が
一
丸
と

な
り
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す
決
意

を
新
た
に
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら

れ
て
、
今
回
、
記
念
す
べ
き
10

周
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

創
立
10

周
年
記
念
式
典
実
行
委
員
会

実
行
委
員
一
同

11

▲生徒代表あいさつを行う生徒会長
の天立颯汰さん

鶴
翔
高
校

創
立
10
周
年

新
た
な
挑
戦
の

幕
開
け
へ

特　集
第６回

◉
あ
っ
た
か

「
う
ど
ん
」

・
う
ど
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
500

円

・
阿
久
根
屋
カ
リ
ー
う
ど
ん
　
600

円

・
り
ん
ご
と
さ
つ
ま
芋
の
ケ
ー
キ
180

円

・
パ
イ
の
お
菓
子
　
　
　
　
　
　
180

円

・
キ
ャ
ラ
メ
ル
ラ
テ
　
　
　
　
　
400

円

・
パ
フ
ェ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
400

円

・
パ
ン
ケ
ー
キ
（
４
枚
）
　
　
　
1000

円

・
パ
ン
ケ
ー
キ
（
２
枚
）
　
　
　
600

円

sプラス150円でセットにで

きる「おにぎり」は、もちろ

ん地元産の新米ヒノヒカリ。

そして、女性スタッフ考案で

一押しのパフェとパンケーキ

は、フルーツたっぷりで大人

気です。

ス
ィ
ー
ツ
も

バ
ッ
チ
リ
充
実
！

阿
久
根
屋
に

新
メ
ニ
ュ
ー
登
場
！

に
ぎ
わ
い
交
流
館

阿
久
根
駅
情
報

駅file　

⑤
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ニュース

９月27日、姶良中央家畜市場で開

催された鹿児島県畜産共進会に、出

水地区代表として出場した３頭のう

ち、鶴翔高校と石原義人（桐野上区）

さんの母牛２頭が選出されました。

なお、本市から地区代表として出場

したのは６年ぶりの快挙です。

アジアマスターズ陸上競技選手権
とは、40歳以上の男女が５歳刻みの
種目別で陸上競技を争う大会です。
10月15日、80歳代３段跳びの種目で
７ｍ55㎝の記録を出し、金メダルを
獲得された本市出身で鹿児島市在住
の浜崎行雄さん（右から３人目）が、
結果報告に市役所を訪れ、「次回も
ぜひ挑戦したい」と抱負を話してく
ださいました。

鶴
翔
高
校
と
石
原
義
人
さ
ん
の
母
牛
が
、

県
畜
産
共
進
会
に
出
水
地
区
代
表
で
出
場
！

ア
ジ
ア
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
浜
崎
行
雄
さ
ん
表
敬
訪
問

t石原義人さ
んが出品され
た「はなこ号」

s鶴翔高校が
出品された
「ひさこ号」

ニュース

■大会記録
■100ｍ走　　　　（１位のみ掲載、敬称略）
５年男子　　０’15”９　　倉津　貴久　　阿久根小

５年女子　　０’15”６　　小牧　茉央　　阿久根小

６年男子　　０’13”６　　日笠山太一　　阿久根小

６年女子　　０’15”５　　尾上　愛美　　折多小

■800ｍ走（５・６年共通）
男子　　　　２’36”５　　新塘　陸空　　阿久根小

女子　　　　２’47”７　　坂松　麗伽　　阿久根小

■６年生60ｍハードル
男子　　　　　　10”５　　幸　大介　　　阿久根小

女子　　　　　　11”６　　髙﨑瑚菜美　　折多小

■走り高跳び
５年男子　　１ｍ08㎝　　波留　湧希　　阿久根小

５年女子　　１ｍ15㎝　　郡山　桃華　　山下小

６年男子　　１ｍ30㎝　　日笠山太一　　阿久根小

６年女子　　１ｍ15㎝　　福永　梨乃　　折多小

■走り幅跳び
５年男子　　３ｍ56㎝　　山﨑　歓大　　阿久根小

５年女子　　３ｍ52㎝　　竹原　咲　　　脇本小

６年男子　　３ｍ85㎝　　馬見塚巧樹　　阿久根小

６年女子　　３ｍ63㎝　　牟田　瞳美　　折多小

■４×100ｍリレー
５年男子　　１’03”６　　阿久根小　　　倉津　奨平、神之田大翼、白石　晃河、丸山　広夢

５年女子　　１’04”６　　阿久根小　　　小牧　茉央、花田　美咲、君島　里歩、田原真梨菜

６年男子　　０’57”５　　阿久根小　　　幸　　大介、馬見塚巧樹、安藤　風羽、日笠山太一

６年女子　　１’02”５　　折多小　　　　牟田　瞳美、尾上　愛美、髙﨑瑚菜美、浦田優希奈

まちの話題　みんなのアルバム

陸上記録会
第49回阿久根市

小学校陸上記録会

月15日、阿久根総合

運動公園陸上競技場

で、阿久根市小学校陸上

記録会が行われました。

10
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まちの話題
みんなのアルバム

体験学習

10月20日、折多小学校３年生10人

と折多校区の自然を守る会が、学校

近くの学校田で、昔ながらの農機具

を使い、もち米の脱穀を行いました。

収穫した一部は福島県いわき市の錦

東小学校に送る予定で、今年で４年

目の交流です。

９月24日、犯罪被害者遺族の中村

一郎氏による「命の大切さについて」

と題した講演会が、鶴川内中学校で

開催されました。

中村さんは、平成13年に鹿児島市

の短大に通っていた長女が殺害され

て失った当時のことなどを振り返り、

「平凡な日々の中にこそ幸せがある」

と訴え、生徒たちは命の大切さ、尊

さを学びました。

t昔ながらのふるいを
使ってもみ殻のしわけ
を行う子どもたち。「お
米になるまでには、た
くさんの作業があるん
だね」と感心していま
した。

折
多
小
３
年
生
と
折
多
校
区
の
自
然
を
守
る
会
が

福
島
県
の
錦
東
小
へ
送
る
も
ち
米
を
収
穫

鶴
川
内
中
で

「
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
」
開
催

命の学習

イベント

９月26日、阿久根総合運動公園陸

上競技場で、阿久根交通・地域安全

グラウンド・ゴルフ大会が開催され

ました。結果は、次のとおりです。

■団体の部（敬称略）

優　勝　高松Ｇ・Ｇ同好会Ａチーム

準優勝　ドリームＢチーム

３　位　さわやか西目Ａチーム

■個人の部（敬称略）

１位　栫　弘昭　２位　牛之浜　誠

３位　秋山晴次

10月１日、第２回番所丘公園グラ
ウンド・ゴルフ場開場記念大会が開
催されました。結果は次のとおりで
す。
■団体の部（敬称略）
優　勝　高松Ｇ・Ｇ同好会
準優勝　ドリームＢ
３　位　潟健康クラブＡ
■個人の部（敬称略）
１位　筒　豊志　２位　新井　諭
３位　新町　博　４位　福永国広
５位　奥平展久　６位　大曲良一
７位　西園隆一　８位　小田岩雄
９位　松下正文　10位　吉野文吉

第
16
回
阿
久
根
交
通
・
地
域
安
全

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

第
２
回
番
所
丘
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

開
場
記
念
大
会

t
交
通
・
地
域
安
全
講

習
を
受
け
る
参
加
者

s
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

を
楽
し
む
参
加
者

イベント
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【特集】

平成２５年度決算報告

今月号では、平成25年度の決算状況を

報告します。なお、平成26年度上半期

執行状況については、来月号で公表い

たします。

※問い合わせ先：財政課　財政係

☎０９９６－７３－１２１６（直通）

平成25年度の市の財政状況は？

平成25年度決算（特別会計含む）の歳入総額は、211

億5,138万円で、歳出総額は205億3,414万円で、差し引
き６億1,724万円の黒字決算となりました。阿久根市は、
過去10年を見ても黒字の状況が続いています。

１　健全化判断比率と資金不足比率
～国が定める早期健全化基準は、すべてクリア～

財政健全化法に基づく、本市の平成25年度の健全化判断

比率および資金不足比率については、次の表のとおりです。

このうち、実質赤字比率および連結実質赤字比率につい

ては、赤字額がないため「－」で表示しています。

実質公債費比率は、市債（借入金）の借入れの抑制等に

より、前年度に比べ0.5ポイント減少し、将来負担比率は、
土地基金で所有していた土地の売却等により、前年度に比

べ9.1ポイント減少しました。
本市は、いずれも国が定める早期健全化基準を超える数

値はなく、県内19市の中では、実質公債費比率は８位、将来負担比率は４位となっており、これまで

の行財政改革の推進により財政の健全化が向上しています。

平
成
25
年
度
も

『黒
字
』
だ
ぞ
！

◇平成25年度健全化判断比率
（単位：％）

指　標　項　目
平 成
25年度

平 成
24年度

増 減
早期健全
化 基 準

実質赤字比率
一般会計等の赤字の程度で、
財政運営の深刻度を示す指
標です。

－ － － 14.24

連結実質赤字比率
阿久根市の全会計を対象と
した実質赤字額の程度で、
市全体の財政運営の深刻度
を示す指標です。

－ － － 19.24

実質公債費比率
一般会計等が負担する公債
費（借入金の返済）等の財
政負担の割合を示す指標で
す。

10.3 10.8 ▲0.5 25.0

将来負担比率
一般会計等が将来負担すべ
き実質的な負債額の割合を
示す指標です。

5.1 14.2 ▲9.1 350.0

◇平成25年度資金不足比率
（単位：％）

会 計 名
資金不足
比 率

経営健全化
基 準

水道事業会計
資金不足額がないた
め資金不足比率は算
定されないことから
「－」で表示してい
ます。

－ 20.00

簡易水道特別会計
資金不足額がないた
め資金不足比率は算
定されないことから
「－」で表示してい
ます。

－ 20.00

水道事業会計および簡易水道特別会計の
経営の健全性を判断する指標です。
資金不足比率は、資金不足額がないこと

から算定されず、健全な経営が行われてい
ます。
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《歳　　　　出》支出。年度内に行う事業などに要する費用のこと。
《民 生 費》高齢者や児童、身障者福祉などの社会福祉に使ったお金のこと。
《総 務 費》職員、嘱託職員等の給与や住民窓口、選挙費用、庁舎等の管理費など一般的な事務に

使ったお金のこと。
《公 債 費》道路や施設整備などの大規模な事業のために借り入れたお金の返済金のこと。
《土 木 費》道路や河川、公営住宅の整備などに使ったお金のこと。
《農林水産業費》農林水産業の振興、農林道や漁港整備などに使ったお金のこと。
《教 育 費》学校の施設整備や運営、社会教育などに使ったお金のこと。
《衛 生 費》皆さまの健康づくりやゴミ処理などに使ったお金のこと。
《消 防 費》消防防災施設の整備や消防業務などに使ったお金のこと。
《商 工 費》商工業や観光振興などに使ったお金のこと。

歳出についての財政用語解説

３　一般会計歳出(支出) 128億1,395万円
～前年度に比べ　17億1,090万円の増～

歳出は、民生費、総務費、土木費で歳出総額
の68％を占めています。
平成25年度、大きく支出の伸びた項目は総務
費、土木費で、前年度と比較して20億円、伸び
率にして総務費が51％、土木費が121％と大き
く伸びています。
大きく伸びた要因として、総務費については

「基金への積み増し」を多く行ったことや土木
費については、「積極的な投資（公共）事業の
実施」が大きな理由となります。

《歳　　　　　入》年度内におけるすべての収入のことであり、この収入をもって１年間に支出する事業
などの費用をまかないます。

《市　　　　　税》皆さまが市に納めた住民税や固定資産税などの税金のこと。
《繰　　入　　金》特別会計から入ったお金や基金（貯金）から取り崩して歳入に充てたもの。
《地 方 交 付 税》国が徴収した所得税、法人税、酒税などの中から市の財政的な需要に応じて国から

交付されるお金のこと。
《市　　　　　債》市が公共事業などの大きな事業を行うために国や金融機関などから借り入れたお金

（借入金）のこと。
《国庫・県支出金》使い道が限定されたお金で、国または県から補助、交付されるもの。

歳入についての財政用語解説

２　一般会計歳入(収入) 132億8,131万円
～前年度に比べ　16億6,514万円の増～

歳入については、地方交付税、国庫支出金、
市税で歳入総額の６５％を占めており、平成25

年度は、前年度と比較すると、大幅な増加とな
りました。
特に伸び幅の大きいものとしては、「国庫支
出金」で、前年度と比較すると金額にして10億
円、伸び率83％となります。国の補助金などを
利用した公共事業等に積極的に取り組んだこと
が大きな要因です。

市税
19億917万円
（14.38%）

地方交付税
44億8,950万円
（33.80%）

国庫支出金
22億3,960万円
（16.86%）

市債
12億6,870万円
（9.55%）

県支出金
10億7,776万円
（8.11%）

その他交付金（2.74%）
3億6,399万円

その他
7億3,416万円
（5.53%）

繰入金
8億8,223万円
（6.64%）

諸収入
2億4,907万円
（1.88%）
財産収入
6,713万円
（0.51%）

歳入合計

132億
8,131万円

自主財源

（
2
8.9

4％
）依
存
財
源
（

71.06％）

民生費
40億9,682万円
（31.97%）

総務費
33億2,409万円
（25.94%）

土木費
12億8,380万円
（10.02%）

公債費
12億3,580万円
（9.64%）

教育費
7億8,294万円
（6.11%）

農林水産業費
7億2,867万円
（5.69%）

衛生費
5億8,442万円
（4.56%） 消防費（3.50%）

4億4,912万円

商工費（1.39%）
1億7,757万円

その他（1.18%）
1億5,072万円

歳出合計

128億
1,395万円
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４　特別・企業会計
～引き続き健全な運営状況～

会計別 会　計　名 歳　入 歳　出 差引額

特別会計

国 民 健 康 保 険 37億5,960万円 37億1,196万円 4,764万円
簡 易 水 道 10億 509万円 9億6,702万円 3,807万円
交 通 災 害 共 済 692万円 458万円 234万円

介 護 保 険 28億 635万円 27億4,527万円 6,108万円
後期高齢者医療 2億9,211万円 2億9,135万円 76万円

会計別 会　計　名 収　入 支　出

企業会計
水道事業（収益的） 4億 853万円 3億 972万円

水道事業（資本的） 61万円 7,920万円

６　市債（借入金）について
～一人あたりの市債（借金）の少なさが

県下19市中、４位となりました～

市債（借金）については、年間新規発行額を10

億円以下に抑え、「基金（貯金）を増やして、市債（借
金）を減らす」ことを目標に取り組んできました。
そのような中、平成25年度は、年間発行額10億
円以下の目標を達成できませんでしたが、この５
年間のうちに８億3,000万円ほど市債を減らした
結果、一人あたり市債現在高は県下19市中４位の
少なさとなっています。
今後は、大型事業が多く控えていることから、
しっかりとした資金繰りと計画性を持った財政運
営が求められます。

国保や介護、水道事業
など特定の事業を運営す
るために一般会計と区別
した特別会計と企業会計
があります。企業会計に
おいても７ページの資金
不足比率の表にあるとお
り、継続して健全な経営
状態にあるといえます。

市債現在高の推移

（単位：百万円）

10,626
10,555

10,262

9,632

9,796

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

５　基金（貯金）について
～一人あたりの基金（預金）の多さが県下19市中、５位となりました。～

基金（貯金）残高については、厳しい財
政運営が迫られているなかにありながら
も、少しずつ基金（預金）を積立ててきま
した。
基金の大きな目的は「予期せぬ災害に備
えるため」「公共施設建設など大規模な事
業を行うため」です。
一人あたり基金現在高は、県下19市中５
位の多さとなっています。

基金残高の推移

25年度

24年度

23年度

22年度

21年度

財政調整基金 減債基金

その他特定目的基金 （単位:百万円）

1,000 2,000 3,000 4,000 6,0000 5,000

1,376 785 1,235

1,437 937 1,744

1,414 1,038 1,948

1,441 704 2,233

1,506 712 3,085

(3,396)(3,396)

(4,118)(4,118)

(4,400)(4,400)

(4,378)(4,378)

(5,303)(5,303)

《財政調整基金》年度間の財政の健全な運営をするために設置している貯金で、具体的には財源不足時
の穴埋めや災害などで緊急に必要となったときに役立てるものになります。

《減　債　基　金》市債の返済を計画的に行うための貯金です。具体的には、市債返済額の増加等が原因
で他の経費を圧迫するとき、財源として充てることになります。

《その他特目基金》各種事業などの特定目的のために資金を積み立てるための貯金で、市有施設整備基金
や読書推進基金などがあります。

基金についての財政用語解説
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で
は
健
全
な
市
の
財
政
を
運
営
し

て
い
く
た
め
、
国
や
県
の
交
付
金

等
を
使
い
、
無
駄
を
省
く
な
ど
の
行
財

政
改
革
を
行
っ
た
結
果
、
市
長
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
や
市
民
ま
ち
づ
く
り
100

人
委

員
会
、市
長
と
語
る
会
な
ど
で
、市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
や
ご
要
望
の
あ
っ

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
平
成
25

年
度
に
実

施
し
た
お
も
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
市
で
は
今
後
も
、
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
は
じ
め
、
市
を
活

性
化
す
る
た
め
の
事
業
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
市
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
少

な
く
し
な
が
ら
有
利
な
財
源
の
活
用
に

努
め
、
健
全
な
財
政
状
況
で
事
業
運
営

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

市

◉中学生以下の医療費を無料化
子ども医療費助成事業
助成額 43,357,001円（延べ11,468人）

◉出生お祝い金の支給
出生祝い商品券交付事業
１人目：３万円、２人目：５万円
３人目以降：10万円
対象者　140人、交付額　840万円

◉訪問給食による見守り活動
「食」の自立支援事業
一食　350円、59,871食

◉ 「にぎわい交流館阿久根駅」 の改修 （にぎわい交流ステーション事業）

平成26年５月３日にリニューアルオープンした「にぎわい交流館阿久根駅」。

連日、市内外から多くの来場者で賑っています。

平
成
25
年
度
に
実
施
し
た

お
も
な
事
業

ち ょ っ と
だけ紹介

◉市民一人当たりに使われた金額

５７万２,４３４円 （一般会計ベース）

※平成26年３月末人口　22,385人
【内訳】

民生費　18万3,016円　 農林水産業費　3万2,552円
総務費　14万8,496円　 衛生費　　　　2万6,108円
土木費　 5万7,351円　 消防費　　　　2万 63円

公債費　 5万5,207円　 商工費　　　　 　7,932円
教育費　 3万4,976円　 その他　　　　 　6,733円

「にぎわい交流館阿久根駅」開館記念式典
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Ｃｏｌｕｍｎ

◉「市民交流センター」
「市立図書館」の
建設に向けた取組

「市民交流センター」「市
立図書館」の基本設計・
実施設計の委託業務に着
手し、現在、設計書の完
成に向けて作業を行って
います。

地域メディアプロデューサー

育成講座作品発表会
日時 ： 12月13日(土)午後１時～

場所 ： にぎわい交流館阿久根駅

今年、６月９日から開講した「地域
メディアプロデューサー育成講座」
受講生18人と鶴翔高校放送部によ
る映像作品の発表会が、12月13日
㈯に「にぎわい交流館阿久根駅」で
開催されます。阿久根の地域や企
業の魅力をぎゅっと詰め込んだ映
像作品となっています。阿久根の
新しい魅力をぜひご覧ください。

◉38年ぶりに折口東 ・ 牟田区の

伝統芸能 「鎌踊り」 復活など
過疎集落等自立再生対策事業

◉支え合いマップづくりで要援護者

の生活をサポート
暮らし安心・地域支え合い推進事業
マップづくりは、23地区で88回開催

◉農林産物の被害軽減のため、イノシシ･シカ
食肉加工施設「いかくら阿久根」本格稼働

イノシカ肉流通対策事業
解体数（6/20～3/31）イノシシ236頭

シカ336頭

◉首都圏などの商談会で阿久根の
産物を売り込み、 地元事業者の
所得ＵＰ

商談会出展事業（農政・水産部門）

◉魚の鮮度を保持するため、 水揚
げ時の氷代を補助

水産業活性化事業
助成額　27,492,150円

◉漁家 ・ 農家民泊型の県外の中

高生の修学旅行受入
あくね遊々体験倶楽部運営補助
２校、64人の生徒を受入

平
成

25
年

度

決
算

報
告

「市民交流センター」「市立図書館」の立体イメージ
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市職員採用試験
二次募集実施！
◉受付締切　12月19日(金) ※当日消印有効

１　試験職種、採用予定人員および受験資格

試験

区分
職　種

採用予

定人員
受　　験　　資　　格

行
　
政
　
職

一 般 事 務 若干名

①　昭和60年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた者で、学

校教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）を卒業した者また

は平成27年３月までに卒業見込みの者

社会福祉士 若干名

①　昭和55年４月２日以降に生まれた者

②　採用時において、社会福祉士の資格を有する者または取得見込み

の者

土 木 若干名
①　昭和55年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた者

②　土木技術の専門課程を修了した者または履修見込みの者

保 健 師 若干名
①　昭和55年４月２日以降に生まれた者

②　採用時において、保健師の免許を有する者または取得見込みの者

２　試験の方法および内容

第１次試験　教養試験（全職種）、事務適性検査（全職種）、

職場適応性検査（全職種）、作文試験（一般事

務、社会福祉士）、専門試験（土木、保健師）

第２次試験　面接試験（全職種）

３　試験日および場所

第１次試験　平成27年１月18日㈰　受付：午前８時～午前８時30分

午前８時30分～午後３時30分（予定）

場所：阿久根市役所　２階会議室

第２次試験　平成26年２月下旬

※日時、場所は第１次試験合格者に通知します。

４　受験手続

⑴　提出書類　①受験申込書　１通（市所定のものに自書すること。受験申込書の郵便請求可。）

②最終学歴の卒業証明書または卒業見込証明書　１通（開封無効）

③最終学歴の成績証明書　１通（開封無効）

④写真２枚（３か月以内に撮影した上半身脱帽正面向、縦５㎝・横3.5㎝）
⑤受験する職種に応じた資格証明書や免許証の写し

⑵　受付期間　平成26年12月19日㈮まで　受付：午前８時30分～午後５時15分）

※ただし、土日・休日は除く。

※郵送提出の場合、平成26年12月19日㈮の消印まで有効。

※受験申込書の請求・提出先および問い合わせ先

阿久根市役所 総務課 職員係まで
〒８９９－１６９６　阿久根市鶴見町２００番地　☎０９９６－７３－１２１２（直通）
なお、市のホームページで、『募集要項』、『受験申込書』がダウンロードできます。
http://www.city.akune.kagoshima.jp/sisei/saiyo.html

【留意事項】
受験申込は、１人につき１職種
のみで、複数のお申し込みはで
きません。
また、受付期間終了後の試験職
種の変更はできません。



13 Akune

阿久根市政ニュース
市の取り組みなどについてお知らせします。

川内原子力発電所に係る新規制基準
適合性審査結果に関する住民説明会

10月14日、県と阿久根市の主催で、九州電力㈱川内原
子力発電所の１・２号機について原子力規制委員会がま
とめた新規制基準適合性審査結果に関する説明会が市内
のホテルで開催されました。
原子力規制庁の職員が川内原発の地震、津波、火山対

策やテロ等による重大事故発生時の対応などを説明し、
川内原発の安全性などについて質疑応答が行われまし
た。

川内原発説明会

阿久根市で開催

10月１日から市内６地区で
生ごみ堆肥化事業がスタート！

10月１日から、市内６地区をモデル地区とした生ごみ
堆肥化事業が始まりました。モデル地区のごみステー
ションに設置された収集容器には、多くの生ごみが出さ
れ、利用された住民の方からは、「月・木曜の可燃ごみ
が非常に軽くなり、ごみの分別について考えるいい機会
になりました」などといった声が多く寄せられました。
モデル地区の皆さまには、引き続きご協力をお願いし

ます。生ごみは燃やせばごみ！生かせば貴重な資源で
す！

生ごみ堆肥化

事業スタート！

2020年鹿児島国体「ボクシング競技」
の中央競技団体正規視察
10月27日、平成32年に鹿児島で開催される第75回鹿児

島国体開催に向けた日本ボクシング連盟による初の中央
競技団体正規視察が、阿久根市で実施されました。
はじめに、事務局や鹿児島県ボクシング連盟から競技

会場の概要や準備状況などの説明が行われ、その後、競
技会場の視察が行われました。
なお、来年度には開催会場として内定し、平成29年度

に正式決定する見込みです。

鹿児島国体視察

ボクシング競技

安心していきいきと暮らせるまちを
目指し、 認知症予防講演会を開催

10月1日、15日、折多地区集会施設と老人福祉センター
で、大川診療所医師（市比野記念病院院長・認知症サポー
ト医）の黒田篤先生を講師に招いた認知症予防講演会を
開催しました。
認知症の症状や原因、治療、接し方などについてのわ

かりやすい講演が行われ、参加者は「糖尿病や高血圧症
になると、認知症になりやすいと聞いたので、気をつけ
たい」「認知症の方には、愛情が大切だということがよ
くわかりました」と話していました。

認知症予防

講演会を開催

川内原発から30㎞圏内に住む阿久根市や出水市、
長島町の住民など431人が参加した説明会

視察された日本ボクシング連盟の森正耕太郎副会
長（前列中央）と、樋山茂総務委員長（前列左）

黒田篤先生の講演にじっと耳を傾ける参加者

モデル地区では毎週火・金曜日に、ごみステーショ
ンに設置された収集容器に生ごみを出しています
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方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
軽
自

動
車
税
の
税
額
を
変
更
し
ま
す
。

■
原
動
機
付
自
転
車
や
小
型
特
殊
自

動
車
な
ど
の
税
額
は
、
す
べ
て
平

成
27

年
度
か
ら
表
１
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
す
。

■
軽
四
輪
自
動
車
な
ど
の
税
額
の
変

地

更
は
、
平
成
　
年
４
月
１
日
以
降
に

取
得
し
た
新
車
（
新
規
検
査
を
受
け

る
車
）
が
対
象
で
す
（
表
２
・
改
正

後
）。

た
だ
し
、
軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日

現
在
で
課
税
と
な
り
ま
す
の
で
、
平
成

　
年
４
月
１
日
に
取
得
し
た
新
車
（
新

規
検
査
を
受
け
た
車
）
の
税
率
は
、
平

成
　
年
度
か
ら
表
２
の
改
正
後
の
税
率

が
適
用
さ
れ
、
平
成
　
年
４
月
２
日
以

降
に
取
得
し
た
新
車
は
、
平
成
　
年
度

か
ら
表
２
の
改
正
後
の
税
率
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

酸
化
炭
素
の
排
出
を
抑
制
す
る
な

ど
、
自
動
車
環
境
対
策
（
グ
リ
ー

ン
化
）
を
進
め
る
た
め
、
最
初
の
新
規

検
査
年
か
ら
　
年
を
経
過
し
た
軽
自
動

車
は
、
平
成
28

年
度
以
降
、
表
２
の
重

課
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
（
表
２
・
重

課
税
率
）。

な
お
、
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
に

新
規
登
録
し
た
軽
自
動
車
は
、
新
規
検

二

査
か
ら
13

年
を
経
過
す
る
ま
で
は
、
現

行
の
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

用
装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

の
農
耕
作
業
用
車
や
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
の
う
ち
、「
小
型
特
殊
自
動
車
」

に
分
類
さ
れ
る
も
の
は
、
軽
自
動
車
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
公
道
を
走
行
し
な
く
て

も
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
（
課
税
標
識
）

を
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
お
持
ち
の
小
型
特
殊
自
動
車
で

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
つ
い
て
い
な
い

場
合
は
、
税
務
課
窓
口
で
登
録
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

乗

軽
自
動
車
税
の
税
額
が

変
わ
り
ま
す

重
課
税
率
が
新
設
さ
れ
ま
す

小
型
特
殊
自
動
車
に
該
当
す
る

ト
ラ
ク
タ
ー
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

な
ど
を
お
持
ち
の
方
へ

14

市役所からのお知らせ
～Ａｋｕｎｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ～

軽自動車税の
税率改正の

お知らせ
〈受付 ・ 問い合わせ先〉
税務課　課税係
☎0996-73-1203（直通）

■表１　原動機付自転車、軽二輪、小型二輪、小型特殊自動車の税率

車　　　　　種 現　行
改正後

平成27年度から

原動機付    
自 転 車

50㏄以下 1,000円 2,000円
50㏄超　90㏄以下 1,200円 2,000円
90㏄超　125㏄以下 1,600円 2,400円
ミニカー 2,500円 3,700円

軽 二 輪 125㏄超　250㏄以下 2,400円 3,600円

小型二輪 250㏄超 4,000円 6,000円

小型特殊
農耕作業用 1,600円 2,400円
その他 4,700円 5,900円

■表２　三輪・四輪の軽自動車の税率

車　種
税率（年額）

重課税率
現　行 改正後

軽
自
動
車

三　　輪 3,100円 3,900円 4,600円

四
輪
以
上

乗

用

自家用 7,200円 10,800円 12,900円

営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨

物

自家用 4,000円 5,000円 6,000円

営業用 3,000円 3,800円 4,500円

27

27

27

27

28

13

27

31
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月
号
は『
プ
ロ
バ
イ
ダ
変
更
勧
誘
』

に
つ
い
て
で
す
。

『
プ
ロ
バ
イ
ダ
』
と
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
接
続
を
提
供
す
る
組
織
（
業

者
）
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

最
近
、
全
国
各
地
で
大
手
電
話
会
社

名
を
電
話
で
か
た
る
な
ど
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
た
め
の
プ
ロ
バ
イ

ダ
契
約
の
変
更
を
持
ち
か
け
ら
れ
る
勧

誘
方
法
に
関
す
る
相
談
が
急
増
し
て
い

ま
す
。
内
容
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
「
プ
ロ
バ
イ
ダ
を
変
更
す
る
と
、
料

金
が
安
く
な
る
」
と
言
わ
れ
て
契
約

し
た
が
、
新
し
い
契
約
先
の
方
が
逆

に
高
額
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

②
解
約
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
契
約
時

に
説
明
の
な
か
っ
た
高
額
の
違
約
金

を
請
求
さ
れ
た
。

③
「
変
更
手
続
は
遠
隔
操
作
で
行
う
」

と
言
わ
れ
、
考
え
る
暇
も
な
く
遠
隔

操
作
で
変
更
手
続
さ
れ
た
上
、
知
ら

な
い
間
に
オ
プ
シ
ョ
ン
（
サ
ー
ビ
ス

の
契
約
）
が
追
加
さ
れ
て
い
た
。

『
プ
ロ
バ
イ
ダ
』
な
ど
の
契
約
は
、

電
話
勧
誘
で
あ
っ
て
も
法
律
上
の
ク
ー

今

リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。

業
者
に
よ
っ
て
は
、
変
更
の
工
事
が
行

わ
れ
る
ま
で
は
違
約
金
な
し
に
解
約
に

応
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
遠
隔

操
作
に
よ
る
工
事
の
場
合
は
、
十
分
考

慮
を
す
る
間
も
な
く
契
約
同
意
後
、
30

分
ほ
ど
で
工
事
が
行
わ
れ
て
し
ま
う
た

め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

「
今
よ
り
安
く
な
る
」
等
と
勧
誘
さ

れ
て
も
、
契
約
前
に
契
約
内
容
に
関
す

る
書
面
を
求
め
、
は
っ
き
り
と
理
解
で

き
な
け
れ
ば
、
承
諾
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
　
商
工
観
光
課
内
）

☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
１
１（
代
表
）

（
内
線
１
１
１
２
）

【第７回】

消
費

生
活
コ
ー
ナ
ー

『
プ
ロ
バ
イ
ダ

変
更
勧
誘
』

○○電話会社 料金が今より、 ずっと
お安くなりますよ

えっ、
そうなの？

【
催
し
内
容
】

■
地
元
特
産
品
の
販
売

■
活
魚
コ
ー
ナ
ー

■
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

■
展
示
・
即
売
コ
ー
ナ
ー

■
お
楽
し
み
抽
選
会
（
両
日
開
催
）

■
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
（
無
料
）

■
も
ち
つ
き
大
会
（
数
量
限
定
）

■
シ
シ
鍋
の
試
食
コ
ー
ナ
ー（
数
量
限
定
）

■
タ
カ
エ
ビ
試
食
コ
ー
ナ
ー（
数
量
限
定
）

■
竹
細
工
・
木
工
体
験
コ
ー
ナ
ー

■
む
ら
自
慢
コ
ー
ナ
ー

■
臨
時
託
児
所
（
総
合
体
育
館
内
）

◉日時　12月13日(土)
午前９時30分～午後４時

12月14日(日)
午前９時～午後３時

◉場所　市総合体育館
農林水産物の販売や展示、体験コー
ナー、ステージイベントなど盛りだ
くさんの内容となっています。

第

43

回

阿久根市
産業祭

〈問い合わせ先〉
阿久根市産業祭
実行委員会事務局 （農政課内）

☎0996-73-1142 （直通）

いいモノ
安くで
手に入れたい
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歯周疾患検診は
受診しましたか？

では、節目の方を対象に歯周疾患検診を実
施していますが、今年度の受診者が少ない

ようです。これからも自分の歯でおいしく噛ん
で食べ、話し、歌い、笑い、健康で楽しい毎日
を暮らせるよう、この機会にぜひ受診しましょ
う。なお、検診は事前に歯科医院で予約が必要
です。

■対 象 者　　　40・50・60・70・80歳の方
（H27.3.31現在）

※対象者へは「広報あくね10月号」

と一緒に再通知しています。

■実施期間　　　平成26年12月31日まで
■自己負担金　　無　料
■実施医療機関　市内協力歯科医院

※通知文に記載しています。

市

相澤　優斗

秋野　優

石堂　遥貴

石原　愛蓮

伊田　叶斗

上口　雄大

牛之濱　博人

海平　優介

大井園　璃音

太田　理瑚

尾辻　ひなた

尾上　叶汰

尾道　心咲

筧　清葉

梶尾　姫那

柏木　紗和

加田野　瑛人

川越　有紗

川原　弘也

木下　和哉

北原　百恵

草留　秀伍

栗林　愛依

慶越　彩夏

小浦　彬夢

佐潟　陽菜乃

佐潟　大和

崎浜　優太

芝越　絢菜

下脇　達也

園田　美杏

髙口　聖太

高倉　颯大

高津　陽輝

出口　わかば

堂後　侑生

東新　那威喜

冨吉　正太

中野　聖羅

中野　虹心

中原　心美

仲村　海翔

新留　和紗

野中　日菜乃

花木　悠悟

馬場　姫華

濵之上　祐大

早水　友椛

波留　弥藍

春田　悠太郎

肱黒　陽真里

平瀬　朋子

牧内　友美

桝田　悠華子

松下　玲於

馬見塚　信之介

宮前　凪綺夢

村上　瑞樹

森岡　なな

安海　香奈

安海　陽斗

安田　沙和

龍毛　花音

若松　青海

若松　采和

（敬称略）

お
め
で
と
う

年も、阿久根市内の幼稚

園や保育園で歯科検診が

行われました。その中で、む

し歯がなかった５歳（年長）

児が、65名いました。

表彰された園児の皆さん、

おめでとうございます。

今

５歳児むし歯ゼロ表彰
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健

ーー

康

コ ナ

※申込 ・ 問い合わせ先　健康増進課 保健予防係

☎０９９６－７３－１２２８ （直通）

日 時
平成26年12月17日㈬
午前９時30分～午後０時30分

場 所
働く女性の家２階
調理実習室

内 容
・生活習慣病についての講習会
・「減塩、あと一皿の野菜メニュー」
の調理実習

費 用 ２００円（当日徴収）

持参する物
エプロン、三角巾、筆記用具、
メガネ（必要な方）

たち食生活改善推進員が主催するお食事勉強
会を開催します。
地域に暮らす人と人とが、交流を深めれば、世
代を超えた大きな輪ができあがります。日々の食
事を通して、人と人とのつながりを深めてみませ
んか？

私

食事で「ＴＵＮＡＧＵ（繋ぐ）」

減塩＆野菜たっぷりお食事

勉強会のご案内 締切 ： 12/５(金)

まで

美味しい食事
を通して、楽
しく活動して
います。

みんなで料理実
習や研修会を開
催して、栄養に
関する知識を深
めています。

※問い合わせ先　出水郡薬剤師会　事務局

☎０９９６－８２－４６８３

■突発的な体調不良や災害時の緊急受診、入

院時の服薬状況の確認

（例）旅行先で急に体調が悪くなって意識を失っ

た方が、病院に救急搬送されました。一分

一秒を争う中、病院ではさまざまな検査が

行われます。持っていた「お薬手帳」を調

べた結果、意識を失った原因が早期に分か

り、適正な治療を受けることができ、無事、

一命をとりとめました。

（例）災害現場で、着の身着のまま避難された方

が、避難先で体調を崩しました。「お薬手帳」

のおかげで迅速な治療が行われました。

■複数の医療機関の受診による薬の飲みあわ

せチェックによる副作用、重複服用の防止

（例）いつもかかっている医療機関からいつもの

お薬が出されました。別の病気で違う医療

機関を受診し、さらにお薬が出ました。薬

局で「お薬手帳」を確認したところ、同じ

薬であることがわかりました。また、別の

例では、飲み合わせをしてはいけないお薬

が見つかった例もあります。

（例）整形外科で痛み止めを常時服用している患

者さんが、歯の痛みで歯科医院を受診され

ました。その歯科医院で整形外科と同じ痛

み止めが処方されているのを「お薬手帳」

で確認し、歯科医院の痛み止めは処方中止

になった例があります。後発医薬品の普及

により成分が同じでも薬の名前が違う場合

があり、注意が必要です。

「お薬手帳」お持ちですか？

「お薬手帳」は、
私たちの命をつな
ぐ大切な手帳です。
日ごろから「保険
証」と 一 緒 に 携
帯するようにしま
しょう。
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s「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです 　 ら し の 情 報 く 

月
は
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
で
す
。「
不
法
投
棄
を
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。
見
つ
け
ら
た
ら
す
ぐ
☎
を
」
不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。

11

こ
れ
ま
で
「
遺
族
年
金
」「
障
害
年
金
」「
老

齢
年
金
」「
労
災
年
金
」「
遺
族
補
償
」
な
ど

の
公
的
年
金
を
受
給
す
る
方
は
、
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成

　
年
　
月
１
日
以
降
は
、
年
金
額
が
児
童
扶

養
手
当
の
額
よ
り
も
低
い
場
合
、
そ
の
差
額

分
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
現
在
、
障
害
年
金
の
子
の
加

算
を
対
象
外
と
し
て
、
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
方
は
、
平
成
26
年
12
月
１
日
以

降
は
、
ま
ず
は
障
害
年
金
の
子
の
加
算
を
受

給
し
、
そ
の
差
額
分
の
手
当
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
市
で
は
今
回
の
改
正
で
新
た
に
差

額
分
の
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
方
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ご
家
庭
に
ご
案
内
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

手
当
は
、
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給
開
始
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ

の
上
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
公
的
年
金
を
受
給
し
て

い
た
こ
と
で
、
手
当
が
受
給
で
き
な
か
っ
た

方
の
う
ち
、
平
成
26
年
12
月
１
日
に
支
給
要

件
を
満
た
し
て
い
る
方
が
、
平
成
27
年
３
月

ま
で
に
申
請
し
た
場
合
は
、
平
成
26
年
12
月

分
の
手
当
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課
　
児
童
対
策
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
４
８
（
直
通
）

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で

解
決
す
べ
き
問
題
で
す

市
の
家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
虐
待
に
関

す
る
相
談
の
ほ
か
、
子
育
て
や
家
庭
生
活
に

関
す
る
不
安
や
悩
み
相
談
が
で
き
ま
す
。

相
談
員
が
、
あ
な
た
と
一
緒
に
悩
み
事
を

考
え
、問
題
解
決
の
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず

に
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
ご
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
家
庭
児
童
相
談
室

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
３
９
３
９
（
直
通
）

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
な
ど
の

狩
猟
解
禁
！

11

月
15

日
か
ら
３
月
15

日
（
イ
ノ
シ
シ
、

シ
カ
以
外
は
２
月
15
日
）
ま
で
、
狩
猟
が
解

禁
さ
れ
ま
す
。
狩
猟
免
許
を
所
持
し
、
な
お

か
つ
、
各
都
道
府
県
で
登
録
を
受
け
た
人
が

全
国
一
斉
に
狩
猟
に
入
り
ま
す
。
そ
れ
以
外

の
人
が
狩
猟
を
行
っ
た
場
合
は
、
違
法
行
為

に
な
り
ま
す
。

狩
猟
以
外
の
目
的
で
山
野
な
ど
に
入
ら
れ

る
方
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
山
林
内
で
は
見
通
し
の
良
い
道
を
利
用
す
る
。

・
ラ
ジ
オ
な
ど
の
音
響
機
器
を
携
行
す
る
。

・
狩
猟
者
に
鳥
獣
と
見
間
違
え
ら
れ
な
い
よ

う
に
、
目
立
つ
服
装
な
ど
に
心
が
け
る
。

※
問
い
合
わ
せ
先

水
産
林
務
課 

林
政
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
６
５
（
直
通
）

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

の
回
収

農
家
の
皆
さ
ん
が
排
出
す
る
ハ
ウ
ス
用
ビ

ニ
ー
ル
や
マ
ル
チ
を
焼
却
・
埋
め
立
て
処
分

す
る
こ
と
は
、
法
律
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ハ
ト
メ
・
マ
イ
カ
ー
線
等
を
取
り

除
い
て
、収
集
場
所
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
12
月
16
日
㈫

午
前
８
時
〜
午
前
10
時

◇
場
所
　
市
民
会
館

Ｊ
Ａ
三
笠
肥
育
牛
積
込
所

◇
料
金
　
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
　
15
円
／
㎏

塩
化
ビ
ニ
ー
ル
　
10
円
／
㎏

※
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
　
農
政
管
理
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
４
２
（
直
通
）

自
衛
官
候
補
生(

男
子)

の

平
成
26
年
度　

第
２
次
募
集

◇
受
付
期
間
　
12
月
５
日
㈮
ま
で

◇
試
験
期
日

12
月
12
日
㈮
・
13
日
㈯
の
指
定
す
る
日

◇
試
験
会
場

陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯
地
な
ど
（
予
定
）

※
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
　
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

薩
摩
川
内
出
張
所

☎
０
９
９
６
（
２
２
）
２
４
０
１

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

入
会
説
明
会（
会
員
募
集
中
！
）

60
歳
以
上
で
、
阿
久
根
市
在
住
の
健
康
で

働
く
意
欲
に
あ
ふ
れ
た
方
な
ら
、
ど
な
た
で

も
入
会
で
き
ま
す
。

毎
月
、
第
１
・
第
３
火
曜
日
に
セ
ン
タ
ー

で
入
会
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
（
午
前
９
時
〜
午
前
11
時
）

・
12
月
２
日
㈫

・
12
月
16
日
㈫

◇
場
所
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
所

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

（公社）
阿
久
根
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
４
８
８
８

小型船舶免許　更新･失効講習
12月13日㊏ 9:30～ 阿久根市民会館

14:30～ 川内文化ホール

TEL（099）281-7753TEL（099）281-7753
入枝海事事務所入枝海事事務所

◎操縦免許証 ◎認印 △変更有りは住民票

更新:¥9,000 失効:¥15,000 写真は当日撮影

児
童
扶
養
手
当
法
」
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す

「26

12
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工

防 11

エ

業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

犯･
交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
作
品
紹
介
（
平
成
26
年
度
）

（
い
い
）
月
30
（
み
ら
い
）

日
は「
年
金
の
日
」で
す
！
！

イ
ズ
検
査
を
平
日
夜
間
に
無
料
で
実
施

「
鹿
児
島
県
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間
」

中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
、
国
お
よ
び

地
域
行
政
施
策
の
基
本
資
料
に
す
る
た
め
の

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
内
容

は
、
統
計
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
調
査
の
趣
旨
等
を
ご
理
解

の
上
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
対
象
　
従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造

事
業
者

◇
基
準
日
　
平
成
26
年
12
月
31
日

※
問
い
合
わ
せ
先

企
画
調
整
課
　
統
計
調
査
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
５
（
直
通
）

敬
称
略

■
交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
結
果

◇
一
般
の
部

・
市
長
賞
　
中
山
　
勝
久
（
段
区
）

「
運
転
は 

腕
よ
り
マ
ナ
ー
が 

大
事
で
す
」

・
金
賞
　
　
中
山
サ
チ
子
（
段
区
）

「
ど
ち
ら
か
が
　
一
秒
待
て
た
ら
　
避
け

た
事
故
」

◇
小
・
中
学
生
の
部

・
市
長
賞
　
山
平
　
壱
成
（
大
川
中
）

「
急
ぎ
た
い
　
そ
ん
な
気
持
ち
に
ブ
レ
ー

キ
を
」

・
金
賞
　
　
西
田
　
結
香
（
折
多
小
）

「
守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル
　
や
ろ
う
よ
安
全

〝
国
民
一
人
ひ
と
り
が
、『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
』
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活

設
計
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
〞
と

し
て
、
11
月
30
日
が
「
年
金
の
日
」
と
な
り

ま
し
た
。

『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
』
で
は
、
い
つ
で
も

ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、

将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自

身
の
年
金
記
録
を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の

試
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
，
川
内
年
金

事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
川
内
年
金
事
務
所

☎
０
９
９
６
（
２
２
）
５
２
７
６

11
月
16
日
か
ら
12
月
15
日
は
、
エ
イ
ズ
予

防
お
よ
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ
ズ
患
者
の

早
期
発
見
等
の
た
め
の
鹿
児
島
県
レ
ッ
ド
リ

ボ
ン
月
間
で
す
。
こ
の
期
間
に
併
せ
て
、
次

の
と
お
り
平
日
夜
間
検
査
が
無
料
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

◇
平
日
夜
間
検
査
（
要
予
約
）

12
月
２
日
㈫
　
午
後
５
時
〜
午
後
７
時

◇
場
所
　
出
水
保
健
所

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

出
水
保
健
所

☎
０
９
９
６
（
６
２
）
１
６
３
６

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の「
人
権
週
間
」

の
一
環
で
、
市
で
は
、
次
の
と
お
り
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

家
庭
内
の
問
題
や
子
ど
も
、
女
性
、
高
齢

者
お
よ
び
障
が
い
者
等
の
人
権
問
題
で
お
困

り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
人
権
擁
護
委
員

・
大
石
　
啓
元
　
波
留
５
５
７
２
番
地
１

・
前
田
　
和
子
　
脇
本
１
４
３
７
番
地

・
岩
森
多
津
子
　
波
留
４
７
６
番
地
１

・
髙
﨑
　
良
二
　
折
口
２
０
６
７
番
地

◇
日
時
　
12
月
４
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所
　
市
民
会
館
　
第
１
会
議
室

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課
　
住
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
８
（
直
通
）

特
設
人
権
相
談
」を
実
施
し
ま
す

（
相
談
は
無
料
で
す
）

「

確
認
」

・
金
賞
　
　
田
畑
　
璃
久
（
西
目
小
）　

「
ま
い
日
の
　
な
れ
た
み
ち
で
も
　
か
く

れ
た
キ
ケ
ン
」

・
金
賞
　
　
星
原
　
美
光
（
大
川
中
）　

「
曲
が
り
角
　
止
ま
っ
て
確
認
　
減
る
危
険
」

■
防
犯
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
結
果

◇
一
般
の
部

・
市
長
賞
　
中
山
サ
チ
子
（
段
区
）

「
信
じ
な
い
　
儲
け
話
は
　
詐
欺
と
知
る
」

・
金
賞
　
　
園
田
　
義
美
（
大
渕
川
区
）

「
電
話
口
　
一
呼
吸
置
い
て
　
聞
く
心
　

あ
わ
て
ず
落
ち
着
き
　
冷
静
に
」

◇
小
・
中
学
生
の
部

・
市
長
賞
　
筒
　
千
晴
（
折
多
小
）

「
守
ろ
う
よ
　
地
い
き
の
安
全
　
み
ん
な

の
笑
顔
」

・
金
賞
　
　
宮
原
　
愛
実
（
三
笠
中
）

「
犯
罪
は
　
自
分
も
人
も
　
傷
つ
け
る
」
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インテリアを楽しむ！
から冬へと、季節が移り変わる時期になりまし
た。年末の大掃除に向けてインテリア本を参考
にしてみませんか？住まい・インテリア・暮ら

しの人気書籍を取り揃えました。カウンター横に
コーナーを設置しています。ぜひご活用ください。

新刊案内
◦『私が愛したサムライの娘』 鳴神 響一（著）

張徳川家に仕える甲賀忍び雪野は、幕府
転覆を謀る尾張藩主・徳川宗春の願いを

叶えるべく、長崎出島の遊郭の太夫として潜
入する。そこで蘭館医師・ヘンドリックと運
命的に出会い、やがて二人は惹かれ合ってい
く…。

◦『大きめストウブで煮込むだけのごちそう』
川上 文代（著）

材のうまみを最大限に引き出してくれる
鍋「ストウブ」を使って、毎日の料理を

さらにおいしくしましょう。20～27cmの「大
きめストウブ」でつくる、ごちそうレシピを
60品紹介します。

◦『にじいろガーデン』 小川　糸（著）
たりの母親とふたりの子ども。偶然の出
会いから始まった“同性婚”のタカシマ

家。
特別なようでいて、どこにでもいる一家が
歩んだ16年間の軌跡。喜びと悲しみに彩られ
た、新しい家族小説です。

◦『こんくんのおんがくはっぴょうかい』
たしろちさと（作）

んつく村の渡り鳥は、遠い北の国で夏
を過ごし、毎年秋になると、また村に

やって来ます。きつねのこんくんは、秋に
なったら湖で音楽発表会をしようと、渡り
鳥たちの訪れを待ち望んでいましたが…。

図書館へ行こうY 市立図書館／☎0996－72－0607

開 館 時 間／午前９時～午後７時

尾 ふ

つ素

秋

本の国道389号沿いの花壇に花を咲かせている
『花を咲かせ隊』です。「一人でも多くの人に見

てもらい、何かしらの癒しの一つになれば」という
地主さんのご好意で、昨年に引き続き、今年も国道
389号沿いの４反という広い畑一面にコスモスを植
えました。近くにある福祉施設の利用者や道路を通
る多くの方々に喜んでもらえているみたいです。将
来は、春は菜の花、夏はヒマワリ、秋はコスモスと
いうようにできればと考えています。来年は阿っく
んもぜひ見に来てください。きれいだよ。

（花を咲かせ隊メンバー）

スモス畑の後ろに見えるのは、笠山ですね。写
真を撮る絶景スポットだと思います。遠足気分

で満喫できそう。今から来年が楽しみです。

脇

コ

コ
ー
ナ
ー

読者のお便り紹介

きいてよY

国道389号沿いに咲く『花を咲かせ隊』のコスモス園

〈このコーナーへの応募方法〉
郵送もしくはメールで、お便りをお寄せください。氏名（ペ
ンネーム可）・住所・電話番号・年齢・性別・本紙へのご意
見やご要望などをご記入ください。なお、掲載紙面の都合上、
ご紹介できない場合もあります。また、他者を特定する情報
は削除する場合もあります。

〈応募先〉
〒８９９－１６９６　阿久根市鶴見町２００番地
｢阿久根市役所総務課きいてよY阿っくんコーナー」まで
E-mail:info@city.akune.kagoshima.jp（フリーメールアドレスは不可）
☎０９９６－７３－１２０８（直通）

■投稿していただいた方に抽選で「阿っくん」の
キーホルダーをプレゼントします。
※なお、一度当選された方は、抽選対象から外れますの
で、ご了承ください。
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う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

　
氏
　
名
　
　
保
護
者
　（
区
　
名
）

　
氏
　
名
　
年齢
（
区
　
名
）
代
表
者

中
島
　
花か

穏お
ん

　
隆
　
幸
　（
佐
　
潟
）

濱
﨑
　
煌こ
う

矢や

　
真
　
也
　（
　
潟
　
）

枦
　
ひ
よ
り
　
宏
　
輝
　（
中
　
村
）

中
村
　
維ゆ
い

仁と

　

武

　（
牧
　
内
）

谷
口
　
朱あ
か

里り

　
純
　
一
　（
高
　
松
）

㞍
無
濵
茉ま

緒お

　
純
　
平
　（
　
段
　
）

飯
伏
　
萌も

華か

　
良
太
郎
　（
上
　
原
）

前
田
　
結ゆ

愛あ

　
裕
　
太
　（
大
　
尾
）

大
漉
　
玲れ

鳳お

　
　
　
　
　（
古
　
里
）

奥
平
　
結ゆ
い

香か

　
隆
　
志
　（
　
段
　
）

田
上
　
蓮れ
ん

人と

　
和
　
也
　（
　
潟
　
）

野
﨑
　
蒼そ
う

涼す
け

　

亮

　（
市
　
外
）

山
下
　
将ま
さ

毅き

　

毅

　（
　
潟
　
）

牟
田
　
海か
い

空ら

　
真
久
郎
　（
新
　
町
）

外
園
　
海み

華か

　
春
　
樹
　（
　
段
　
）

昭

裕

恭

子

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

※
敬
称
略

中
島
美
智
子
76
（
大
　
尾
）
秀
　
樹

花
木
　
利
光
88
（
遠
　
矢
）
ス
　
ギ

鶴
田
キ
ク
ノ
94
（
木
佐
木
野
）
ミ
ツ
ノ

牟
礼
　
チ
ヱ
93
（
牛
之
浜
）
清
　
隆

内
園
　
艶
子
87
（
新
　
町
）
義
　
信

倉
津
　
一
雄
85
（
倉
　
津
）
ス
ガ
ノ

鶴
薗
　
敦
弘
84
（
尻
　
無
）
ミ
ヨ
子

末
吉
ノ
リ
子
91
（
新
　
町
）
謙
　
一

川
畑
ト
チ
ヱ
87
（
的
　
場
）
小
夜
子

新
留
　
榮
子
91
（
永
田
上
）
秀
　
雄

髙
橋
　
春
雄
88
（
松
ヶ
根
）
健
　
次

折
口
　
勝
治
69
（
牟
　
田
）
邦
　
子

堀
切
サ
ダ
エ
89
（
　
浦
　
）
良
　
二

上
園
　
泰
人
67
（
市
　
外
）
ト
ミ
子

築
地
　
ヱ
イ
93
（
大
　
丸
）
久
　
道

大
田
　
三
透
90
（
尻
　
無
）
ミ
　
チ

砂
畑
　
實
　
84
（
上
　
野
）　
清

飯
尾
　
サ
ノ
87
（
筒
　
田
）
迫
田
勝
広

前
田
俊
一
郎
71
（
羽
　
田
）
健
　
一

築
地
新
一
廣
63
（
中
　
村
）
ゆ
き
子

桑
原
　
幸
男
79
（
桑
原
城
下
）
チ
　
ヱ

釡
　
　
礼
子
77
（
瀬
之
浦
下
）
静
　
悟

カ
ウ
ン
タ
ー
横
に
設

置
さ
れ
た
イ
ン
テ
リ

ア
コ
ー
ナ
ー
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ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
の
第
一
人
者

で
あ
る
岩
崎
由
純
氏
に
よ
る

と
、
大
事
な
場
面
の
選
手
に
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
声
か
け
を
す
る

と
、
残
念
な
結
果
を
招
き
や
す

く
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
声
か
け
を

す
る
と
、
良
い
結
果
を
引
き
寄

せ
る
傾
向
が
あ
る
そ
う
で
す
。

例
え
ば
野
球
の
場
合
、「
ボ
ー

ル
を
よ
く
見
て
打
て
よ
」
と
言

う
と
、
本
当
に
よ
く
見
て
三

振
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

「
チ
ェ
ン
ジ
ア
ッ
プ
を
狙
っ
て

い
け
よ
」
と
言
う
と
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
で
す
。
こ
れ
は
色
々
な
場
面

で
応
用
で
き
そ
う
で
す
。（寺

園
）

み
ん
な
の
う
た

夜
半
に
出
て
雲
な
き
空
に
名
月
を

仰
げ
る
縁
え
に
し

あ
り
が
た
き
か
な 

野
村
　
克
江

イ
ク
メ
ン
は
猫
の
社
会
も
流は

行や

る
ら
し

父
猫
は
子
猫
抱
き
て
眠
る 

谷
口
久
美
子

歌
作
り
窮
地
の
沙
汰
を
愛
猫
の

与
謝
野
晶
子
が
し
づ
し
づ
と
来
る 

有
田
イ
チ
エ

そ
の
夫
を
な
く
し
て
杖
を
つ
く
友
の

後
ろ
影
見
ゆ
夕
暮
れ
の
道 
白
濵
　
ノ
ブ

※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
仮
名
使
い
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

《
阿
久
根
短
歌
会
》

肌は
だ

持も

っ
の
　
良よ

か
た
一い
っ

時と
っ

　
寒か
ん

が
来き

っ 

林
田
シ
ー
ク
イ
ン

【
唱
】
日
本
よ
か
と
こ
　
春
夏
秋
冬

台か

風ぜ

が
去い

っ
　
肌は
だ

持も

っ
の
良よ

か
　
秋あ
っ

日び

和よ
い 

内
田
　
辰
丸

【
唱
】
被ひ

　が
い害
も
無の

し
て
　
よ
か
っ
た
で
す
ネ 題　

「
肌は
だ

持も

っ
」

《
薩
摩
狂
句　

阿
ん
文
旦
会
》

《
阿
久
根
俳
句
会
》

題　
「
菊
」

田
の
神
に
そ
つ
と
ほ
ほ
笑
む
野
菊
か
な 

加
藤
　
喬
也

恙
な
く
暮
ら
す
幸
菊
日
和 

下
薗
　
沙
津

さ
そ
は
れ
て
入
れ
ば
小
菊
の
花
盛
り 

藤
脇
ア
イ
子

菊
人
形
乙
女
の
胸
は
ま
だ
蕾 

仮
屋
　
貞
二

人のうごき（10月31日現在）
前月比

人　口 22,307人　（－ 9）
男 10,471人　（－ 8）
女 11,836人　（－ 1）

世帯数 10,490世帯（＋ 2）

◦出生 15人 ◦死亡 23人
◦転入 39人 ◦転出 40人／

／

〈ひと言〉
鹿児島市から「華の50歳組」に参

加しました。風雨まじりの寒い日で
したが、母校や地域に迎えられ、何
とも言えない温かい気持ちになりま
した。
あちこちで「おめでとう」と声を
かけられるうち、自分が節目を迎え
たことを実感し、同級生との再会に
盛り上がった「華の50歳組」に感謝
することでした。

t華の50歳組
Ｓ52年卒 鶴川内小

塚
つか

元
もと

 都
と

茂
も

美
み

さん

９
月
下
旬
の
３
〜
５
日
間
、

鶴
翔
高
校
２
年
生
の
４
人
が
、

農
政
や
水
産
、林
務
、広
報
の
業

務
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
堂
後
美
幸
さ
ん
は
、「
地

元
で
市
民
の
方
々
と
ふ
れ
合
う

仕
事
は
、
や
り
が
い
が
あ
っ
て

す
ば
ら
し

い
と
感
じ

ま
し
た
。

今
後
の
進

路
決
定
に

生
か
し
た

い
」
と
感

想
を
語
っ

て
く
れ
ま

し
た
。
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尾
）
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光
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町
）
義
　
信

謹
ん
でお悔

や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

鶴
翔
高
校
の
生
徒
が

市
役
所
で
職
場
体
験

今月の題字
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鶴
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榮
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築
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瀬
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月の元気者
モン

は、『鶴翔高校太鼓部雷雅』の皆さ

んです。メンバーは、２年生で部長の徳永優

希さん、同じく２年生の濱田喬介さん、田嶋彩菜

さん、１年生で副部長の花木遥さん、同じく１年

生の岩崎伊緒里さん、蘭川洸誠さんの６人です。

現在、12月９日㈫に鶴翔高校体育館で開催され

る郷土芸能の県大会（鹿児島県高等学校文化連盟

郷土芸能専門部発表大会）に出場するため、全員

一丸となって毎日練習に励んでいます。

顧問の髙山寛之先生は、「全員初心者ですが、

太鼓への“ハート”だけはどの高校にも負けてい

ません。今年の県大会は自校で開催ということも

あり、ぜひ多くの皆さんに生徒たちの演奏を聞い

てもらいたいです」と話してくださいました。

部長の徳永さんは、「大会では、先輩たちから受

け継いでいる『蒼
さむらい

侍』という曲を自分たちらしく、

精一杯心を込めて叩きますので、応援よろしくで

す」と大会への意気込みを語ってくれました。

今鶴翔高校太鼓部

雷
らい

雅
が

の皆さん

s「メンバーの失敗談を

語り始めたらキリがない

けど、みんな家族みたいに

仲が良いです」と話す、部

長の徳永優希さん（左）と

副部長の花木遥さん（右）。

弁
当
は
７
時
か
ら
あ
り
ま
す

（新米）

者元気
モン

アクネの

ＦＲＥＳＨ ＳＭＩＬＥ
フレスマ プラス

＋

同じ商品なら他店より安い自信があります。
ぜひ一度ご覧下さい。

本町通り ℡０９９６－７２－０８７８

カタログ価格より

玩具センター たなか

破魔弓・羽子板

４割～５割引
いたします

初正月
赤ちゃんの幸せ祝う

第31回あくねボンタンロードレース大会

※問い合わせ先　阿久根市体育協会 （阿久根市総合体育館）

☎０９９６－７３－４６４９

１２月７日(日)開催
◇場所　阿久根総合運動公園陸上競技場
◇種目　３㎞、５㎞、10㎞、ハーフマラソン
※大会役員としてボランティアを募集しています。希望され
る方は、11月21日㈮までに阿久根市体育協会までお申し込
みください。

待
っ
て
る
よ
！

ハーフマラソンのスタート


